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第3回都道府県がん診療拠点病院連絡協議会
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大阪府の総人口 8,839,640人
（平成22年9月1日現在）
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「緩和ケア研修会（PEACE研修会）」

厚労省指定病院：年1回以上の開催が指定要件（必須）

府指定病院：積極的な協力・参加が求められている（努
力目標）

大阪府における緩和ケア研修会

 平成20年度（平成20年11月～平成21年10月） 27回

 平成21年度（平成21年11月～平成21年10月） 27回

 平成22年度（平成22年11月～平成23年10月） 35回
予定

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会

緩和ケア研修会に対する活動

緩和ケア研修会の日程調整

啓発ポスター作製

講師登録・派遣制度

 メーリングリストの活用

指導者のためのスキルアップ講習会



講師（ファシリテーター）有資格者
有資格者の条件
国立がんセンター都道府県指導者研修会

日本緩和医療学会指導者研修会
日本サイコオンコロジ―学会指導者研修会
企画責任者が上記者と同等の能力ありと判断し
たもの

問題点
有資格者が少なく、講師確保が難渋

全国で講師有資格者の争奪
一部の講師への負担の集中と疲弊

これらの弊害を是正するために講師登録派遣制度を
開始

大阪府・講師登録派遣制度

各拠点病院
（企画責任者）

講師派遣要請

・研修会日程調整
・講師登録業務
・講師派遣調整

有資格者
（指導者研修会終了者）

有資格者
（学会推薦者）

緩和ケア部会

講師登録要請
協力日程調査

協力可能日
程の回答

講師調整結
果の報告

研修会への協力
（講師として参加）



緩和ケア研修会
啓発ポスター

講師登録とメーリングリスト

 身体担当・講師登録者

52名（指導者研修会修了者50名・推薦者2名）

 精神腫瘍担当・講師登録者

38名（指導者研修会修了者37名・推薦者1名）

 緩和ケア部会メーリングリスト

169名（医療職：110名、事務職59名）、大阪府緩
和ケア担当者も全員加入

（2010年10月1日現在）



 開催回数：計27回実施（全国総計440回）

 受講医師数：666名であり、全国第1位であった。

ちなみに、第2位東京（581名）、第3位福岡（431名）、

第4位兵庫（409名）、全国総数（10,067名）

 開催回数：計27回であり、昨年度と同数

 受講医師数：平成22年7月4日時点で395名であり、
昨年度と同じペース

 総参加者数：本年度は医師を含む多職種対象とする
研修会が急増している事が特徴なので、総参加者数
でみると、昨年度より受講者は増加しており、全国で
最多数と予想される



まとめ
 日程調整により研修会の開催日重複は回避され、
講師争奪は免れた

 初年度は一部の講師へ負担が偏ったが、次年度は
講師数の増加により負担は軽減・均等化の傾向に
あった

 講師登録・派遣により企画責任者の講師を探す負
担が無くなり、経験値を加味した講師配分が行えた

 一括調整にメーリングリストは大変有効であった

 大阪府が府を挙げて取り組み、緩和ケア普及の有
効性のあるネットワーク構築が進み、今後他府県の
有用なモデルになり得ると思われる。


